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　装着型パワーアシストスーツは，基本性能であるアシスト効果だけでなく，付加
価値となる装着感の向上が重要である．パワーアシストスーツは作業者の体に密着
して装着するため，長時間の使用には装着感の向上が必要である．しかし，パワー
アシストスーツの不快感の評価は，一般的に主観評価で行われており，定量的な評
価指標がない．そこで，本研究では，パワーアシストスーツの装着感を設計開発に
計画的に盛り込むことを目標とし，客観的指標である生体情報に基づいた装着感の
定量的な評価法の開発を行った．

　パワーアシストスーツの装着感について，近赤外分光法（NIRS）と心電図を用い
た計測評価システムの構築を行い，評価実験を行った．結果，事前に行った主観評
価の結果と生理反応が概ね一致し，評価法としての有用性が示された．今後，開発
した評価法を設計に盛り込み，製品化に向けた開発を行っていく予定である．

　パワーアシストスーツの装着における快適・不快の客観
的指標として，近赤外分光法（NIRS）により嗜好性の情動
を感じると脳活動が見られることが示唆されている前頭部
の酸素化ヘモグロビン濃度の変量（以下Δoxy-Hb）を選択
した．図１に評価実験，図２に実験プロコトルを示す．被
験者には，ヘットギア式の近赤外分光計を頭部に装着し，
実験プロトコル期間中は，継続的に計測を行った．図３に
装着感の快・不快に応じたΔoxy-Hbの時系列変化の結果を
示す．不快条件では，快条件に対して，時間経過に従い，
Δoxy-Hbが大きくなっており，脳賦活反応が大きいことが
わかった．

　図１．評価実験

　図３．酸素化ヘモグロビンの増減

パターン１：不快（腰部ベルト位置Low、胸部ベルト力Low）
パターン２：快（腰部ベルト位置High、胸部ベルト力High）

　図２．実験プロトコル
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この研究は、競輪の補助事業
により実施しました


